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で伸び性能に優れるアラミド繊維製 FRP シート 
(以後，AFRP シート) を使用することとしている． 
既往の研究では，提案の水中接着工法を用いて曲


























配置間隔を変化させた全 9 体である．梁 A および
梁 B の断面寸法はそれぞれ 150 × 150 mm， 220 
×220 mm である．試験体名の内，第 1 項目は RC 
梁の種類 (A：梁 A ，B：梁 B )，第 2 項目の英文
字  G に付随する数値はせん断キーの配置間隔 
(mm) を示している． 
表－１ 試験体一覧 
試験体名 梁の種類 せん断キー間隔(mm) 
A-G0 
A 


















補強概要を示している．梁 A は，純スパン長 1.8 m 
の複鉄筋 RC 梁である．上下端鉄筋には SD345D13 
を 2 本ずつ配置し，スターラップには SD345D6 を
用い 50 mm 間隔で配置している．梁 B は，純スパ
ン長 2.4 m の複鉄筋 RC 梁である．上下端鉄筋に
は D16(SD345) を 2 本ずつ配置し，スターラップ
には D6(SD345) を用い 50 mm 間隔で配置してい
る．梁の下面には梁 A，B ともに表－２に示す保証
耐力 392 kN/m の AFRP 板を接着している．梁 A，
B における AFRP 板の幅は，それぞれ 150 および 
220 mm であり，梁軸方向の補強範囲は梁の種類に





れ 10 mm，5 mm に設定した．また，梁 A，B の実
験時におけるコンクリート圧縮強度はそれぞれ f'c= 
38.6，34.8 MPa であり，軸方向鉄筋の降伏強度は fy= 











終了し，接着強度の平均値は 2.6 MPa であった．こ
の値は，既設コンクリートの補修・補強用接着材料









掛けて行った．なお，珪砂の使用量は 250 g/m2 程
度である．また，コンクリートの接着界面処理とし
てはブラスト処理を行った．ブラスト処理は専用の
ブラストマシンを用いて深さ 1 mm 程度の処理と
した．なお，ブラスト処理は気中で行った．せん断


















AFRP 補強材 392 0.193 2.06 118 22.8 1.75 
 
 
 圧縮強度(MPa) 曲げ強度(MPa) 
圧縮強度 44.4 JIS K - 6911 
曲げ強度 22.5 JIS K - 6911 
引張強度 9.3 JIS K - 6911 
 
材を配置して設けた． 
RC 梁の水中接着補強は，大型の水槽（平面寸法 3 
× 1 m, 深さ 0.5 m）を用いて RC 梁を水没させた
状態で行った．水中接着補強における施工手順は以
下の通りである． 
1) 水中接着樹脂を混合し，厚さ 4 mm 程度に成
形する． 
2) 気中で AFRP 板と成形した接着樹脂を一体化
させる． 
3) 水槽内に設置された RC 梁の接着面に 2) を
配置し圧着する． 
4) 圧着した状態で 5 日間程度水中養生する． 
なお，圧着は専用の圧着装置を用いて接着樹脂の厚
さが 3 mm 程度になるように実施した． 
載荷実験は，RC 梁を単純支持状態で設置し，容










































































40.0 0.92 上縁圧壊後破断 
A-G30 34.9 1.04 43.3 1.00 
上縁圧壊後剥離 
A-G60 34.2 1.02 43.4 1.00 






B-G30 61.8 1.05 75.1 0.90 
B-G60 65.4 1.11 76.9 0.92 
B-G90 70.1 1.19 80.3 0.97 



























た．なお，梁 B において，実測降伏荷重が計算降 
－10－
図－４ AFRP板の軸方向ひずみ分布性状に関する実験結果および計算結果の比較  
 































梁 B の場合には，いずれの試験体も B-G0 梁の
中間変位時まで計算結果と大略一致している．この






より AFRP 板の部分剥離が発生したことによるも 
－11－
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図－６ 荷重比とせん断キー配置間隔比との関係 
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